
食物栄養学専攻スタート！
短期大学部

　本
学
の
テ
レ
ビ
C
M
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

　「
そ
の
手
で
夢
を
…
」を
テ
ー
マ
と
し
て
大
学
と
短
大

の
特
色
を
表
し
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
時
を
周
知
す

る
C
M
を
七
月
と
八
月
に
放
映
し
ま
す
。こ
の
C
M
放

映
と
合
わ
せ
て
、在
学
生
五
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
動
画

を
W
e
b
で
配
信
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、在

学
生
た
ち
が
本
学
を
選
ん
だ
理
由
や
学
科
・
専
攻
の
特

徴
、高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　広
報
活
動
は
、本
学
の
教
育
や
研
究
、社
会
活
動
の

内
容
を
広
く
伝
え
、本
学
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に

重
要
で
す
。ま
た
、学
生
募
集
活
動
に
お
い
て
も
効
果
的

な
広
報
活
動
が
不
可
欠
で
す
。

　本
学
で
は
昨
年
度
に
広
報
課
が
新
設
さ
れ
、こ
れ
ま

で
以
上
に
一
元
化
さ
れ
た
広
報
活
動
を
行
え
る
体
制
が

整
い
ま
し
た
。昨
年
度
か
らF

acebook

やtw
itter

の

運
用
を
開
始
し
、き
め
細
か
く
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
。テ
レ
ビ
C
M
は
昨
年
の
秋
に
、本
学

で
は
初
め
て
放
映
し
ま
し
た
。や
は
り
テ
レ
ビ
C
M
の
効

果
は
大
き
く
、様
々
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
テ
レ
ビ
C
M
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、制
作
を
生

活
美
術
学
科
の
卒
業
生
に
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。卒
業
生
ゆ
え
に
本
学
の
良
い
と
こ
ろ
を
よ
く
理
解

し
、意
欲
的
に
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た（
し
か
も
、コ
ス
ト

を
抑
え
て
）。卒
業
生
が
テ
レ
ビ
C
M
を
制
作
す
る
こ
と

は
、「
あ
の
C
M
は
自
分
た
ち
の
先
輩
が
つ
く
っ
た
！
」と

い
う
こ
と
で
、在
学
生
に
対
し
て
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、卒
業
生
た
ち
同
士
を

つ
な
げ
、卒
業
生
た
ち
に
現
在
の
大
学
・
短
大
へ
の
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。実
際
、

F
acebook

に
C
M
制
作
の
様
子
を
載
せ
た
と
こ
ろ
、こ

れ
ま
で
で
最
大
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
テ
レ
ビ
C
M
は
、W
e
b
上
の
動
画
と
つ
な
が

り
を
も
た
せ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。こ
れ
は
、ク
ロ
ス
メ

デ
ィ
ア
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
広
報
手

法
の
ひ
と
つ
で
す
。テ
レ
ビ
C
M
で
は
十
五
秒
と
い
う
限

ら
れ
た
時
間
で
、本
学
の
特
色
を
印
象
的
な
映
像
で
表

現
し
ま
す
。そ
し
て
、視
聴
者
の
方
々
に
対
し
て
、本
学
へ

の
興
味
を
惹
起
し
、W
e
b
動
画
へ
と
誘
導
し
ま
す
。

W
e
b
動
画
で
は
、在
学
生
の一
人
二
分
前
後
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、本
学
の
特
徴
や
高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
詳
し
く
伝
え
ま
す
。W
e
b
動
画
は
配
信
す
る
期
間

を
自
由
に
設
定
で
き
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
広
報
に
よ
っ
て
、在
学

生
の
保
護
者
を
は
じ
め
、高
校
生
、高
校
の
先
生
方
の
本

学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
、さ
ら
に
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
来
場
者
数
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
学
の
授
業
や
施
設
に
直

接
触
れ
、大
学
の
雰
囲
気
を
理
解
す
る
貴
重
な
機
会
で

す
。本
学
に
お
い
て
も
、在
学
生
の
協
力
の
も
と
、オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
年
度
の
広
報
活
動
で
は
、こ
こ
で
述
べ
た「
テ
レ
ビ

C
M
、動
画
の
活
用
」の
ほ
か
に
も
、「
戦
略
的
広
報
体

制
の
強
化
」、「
ワ
ク
ワ
ク
1
0
0
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
の
学
内

外
へ
の
広
報
」、「
広
報
T
S
B
の
内
容
充
実
」、「
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
作
成
」な
ど
の
活
動
計
画
が
あ
り
ま

す
。　本

学
に
は
社
会
に
広
く
伝
え
る
べ
き
豊
か
な
コ
ン
テ

ン
ツ
が
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。今
後
も
多
様
な
広
報

活
動
を
展
開
し
て
、本
学
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
努

め
ま
す
の
で
、み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。
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2 年 間で
栄 養 士を目

指そう

　今春、短期大学部生活文化学科の生活学専攻を改編し、栄養士養成校の認可を受け、宮
城県内では唯一の2年間で栄養士免許が取得できる食物栄養学専攻（定員40名）がスタート
しました。
　栄養士の中心業務は給食管理です。本専攻は、「安全でおいしい」食事提供ができる給食
管理の知識と実践力を兼ね備えた栄養士を養成します。そのために、次の2つの特徴を持つカ
リキュラムを展開します。
　「安全」については、食品衛生学実験の単位を基準の2倍に設定し、衛生管理について体
験的に深く学習します。
　「おいしさ」については、調理に関する実習科目を基準より45分間長く設定して、給食管理業
務も取り入れた実習内容とし、調理技術の向上とともに栄養士としての即戦力を習得します。ま
た、施設面でも、「作る」を学ぶ調理学実習室の他に「食べる」を学ぶ食生活実習室を新たに設
け、食空間の充実が「おいしさ」や食事摂取率の上昇につながる重要な因子であることを学びます。
　超高齢社会を迎えた我が国にとって重要な課題は、健康寿命の延伸です。ヒトの健康に携わる職業は、医師を始め、看護師、
薬剤師など多 あ々りますが、その中で栄養士は生活習慣病予防から要介護状態の改善まで、それぞれに適応した食に直接に関
わる専門職です。
　第1期生42名は、それぞれが栄養士をめざして意欲的に学んでいます。年齢は10代から40代、性別は男女比が１対７とバラエ
ティーに富んでいます。志は同じでも、世代、性別の違いが互いの学びに良い刺激となっているようです。2年間の本専攻での学
びを経て、即戦力として活躍できる栄養士となって巣立つことを期待しています。

就 職 支 援 セ ン タ ー か ら
過去３年間の本学の進路状況は下表のとおりです。

 大学・短大ともに、今春の卒業生がこの数年間では最も高い就職決定率を上げることができました。しかし、まだまだ大学生をめぐる就職環境は厳
しいものがあります。

　お子様の就職について機会あるごとに話し合いをして、共通理解を図ってください。その際に、保護者として留意するべきことを一点申し上げます。それは、保
護者の世代の経験がお子様の現在の就職には役に立たないことが多いということです。
  一例を挙げますと、保護者が大学を卒業した1984年3月の大学数は460校で大学卒業者数は37万2247人でした。それに対して、2012年3月の大学数は
783校で大学卒業者数は55万9030人です。大学が323校増え、大学卒業者数も18万6000人以上増えました。このことは、1984年当時に高校卒業者が
していた仕事にも、現在は大学卒業者が参入するようになったということです。しかも1984年ごろ、ユニクロで有名なファーストリテーリングは一地方企業でした
し、楽天という会社はまだ存在していませんでした。長期的にみると動きの早い社会では必ずしも大企業＝安定、中小企業＝不安定ではあるとは限りません。
  冷静に話し合ってみることが大切です。

◎現代の就職環境を見据えて、保護者と学生との話し合いを！

種　別

大　学

短　大

卒業年月

25.3卒
24.3卒
23.3卒
25.3卒
24.3卒
23.3卒

84
82
105
78
81
71

68
65
79
74
73
55

60
52
66
73
68
53

8
13
13
1
5
2

88.2
80.0
83.5
98.6
93.2
96.4

4
6
6
0
5
2

12
11
20
4
3
14

卒業者 就職希望者 就職状況
決定者 未定者 決定率（％） 進　学 家事手伝等
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家
政
学
科
で
は
、三
月
に
助
手
の
佐
々
木
祐
美
先
生
、皆
川
百
合

先
生
、副
手
の
朝
倉
朋
美
先
生
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、助
手
の

松
本
有
紀
子
先
生
が
本
学
短
期
大
学
部
へ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に

と
も
な
っ
て
、四
月
に
助
手
の
岩
井
綾
先
生
、南
城
絵
美
先
生
、副
手

の
千
鳥
恵
里
花
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、短
期
大
学
部
か

ら
菅
野
修
一先
生
が
家
政
学
科
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。七
月
に
は
助
手

の
中
川
美
希
先
生
が
着
任
さ
れ
、現
在
、二
十
四
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
教

育
・
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、「
地
域
の
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
」を
育
む
大
学
を
目

指
し
て
い
ま
す
。大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
と
と
も
に
、地
域
社
会
へ

の
貢
献
も
大
学
の
大
き
な
使
命
で
す
。家
政
学
科
で
も
、家
政
学
と
い

う
学
問
の
特
徴
を
活
か
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。家
政

学
は
人
間
生
活
を
研
究
の
対
象
と
す
る
実
践
的
な
学
問
で
あ
り
、研

究
の
成
果
を
日
々
の

生
活
に
直
接
還
元

で
き
る
特
色
を
も
っ

て
い
ま
す
。こ
の
た

め
、地
域
社
会
に
対

し
て
も
身
近
で
直

接
的
な
貢
献
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま

す
。最
近
の
活
動
の

例
と
し
て
、東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
の
支
援

活
動
を
二
つ
紹
介

し
ま
す
。一つ
は
、南

三
陸
町
で
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
か
め
養
殖
棚
サ
ン
ド

バッ
グ
を
服
飾
文
化
専
攻
の
教
員
と
学
生
が
製
作
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。も
う
一つ
は
、健
康
栄
養
学
専
攻
の
教
員
と
学
生
が
仙
台
市
内
の

仮
設
住
宅
で
行
っ
た
料
理
教
室
で
す
。い
ず
れ
も「
服
飾
」や「
食
」の
専

門
性
が
活
か
さ
れ
た
活
動
で
、学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。家
政
学
科
で
は
今
後
も
様
々
な
形
で
地
域

貢
献
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の「
広
報
T
S
B
」が
皆
様
の
お
手
許
に
届
く
の
は
八
月
だ
と
思
い

ま
す
。大
学
は
夏
季
休
業
の
時
期
で
、一年
生
に
と
っ
て
は
大
学
生
活
初

め
て
の
夏
休
み
、四
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。学

生
た
ち
が
充
実
し
た
休
み
を
過
ご
し
て
、九
月
に
元
気
な
姿
で
キ
ャ
ン
パ

ス
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
学
期
が
始
ま
り
、一年
生
は
東
京
美
術
研
修
も
無
事
終
わ
り
、大

学
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
五
月
始
め
に
長
命
館
公
園

で
さ
く
ら
祭
り
が
あ
り
、「
福

興
し
だ
る
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
四
年
生
の一

部
と一年
生
の
有
志
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
地
元
の
子
供
を
含
む
大
勢

の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
、今
後
継
続
し
て
行

わ
れ
る
ワ
ク
ワ
ク
１
０
０
ぷ
ろ

じ
ぇ
く
と
を
運
営
し
て
い
く
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。卒
業
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
展
、Ｔ
家
の
恐
る
べ
き
子
ど
も

た
ち
展
を
始
め
、猫
展
、ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
コ
ン
ク
ー
ル（
二
年
相
澤
郁
恵
入

賞
）、教
員（
森
敏
美
、北
折
整
、三
上
秀
夫
等
）の
個
展
、ギ
ャ
ラ
リ
ー

越
後
や
中
本
誠
司
現
代
美
術
館
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
ノ
マ
等
で
の
個
展
・
グ

ル
ー
プ
展
で
学
生
、卒
業
生
ら
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。三
年
生
も

コ
ー
ス
制
に
入
り
本
格
的
に
将
来
を
見
据
え
、選
択
し
た
コ
ー
ス
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。四
年
生
は
就
職
活
動
も
終

盤
に
差
し
掛
か
り
、論
文
や
卒
制
に
も
力
を
注
ぎ
な
が
ら
大
変
な
時

期
に
き
て
い
ま
す
。

　
夏
季
休
暇
も
う
少
し
で
突
入
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
有
意
義
に
楽
し

ん
で
後
期
に
備
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
四
月
、食
物
栄
養
学
専
攻
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
、

食
物
栄
養
学
専
攻
に
四
十
二
名
、子
ど
も
生
活
専
攻
に
六
十
五
名
、

計
百
七
名
が
入
学
し
ま
し
た
。生
活
学
専
攻
は
二
年
生
の
み
に
な
り
ま

し
た
が
、課
題
研
究
や
就
職
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、頼

も
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、学
園
附
属
の
ま
す
み
幼
稚
園
と
ま
す
み
保
育
園
は
、本
年
度

か
ら
短
期
大
学
部
の
附
属
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
幼
稚
園
・
保
育
園

と
短
大
の
協
力
に
よ
る
充
実
し
た
幼
児
教
育
と
そ
の
実
習
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
度
前
期
の
主
な
行
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
四
月
六
・
七
日
　一
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
、二
年
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大
学
家
政
学
科

学
科
の
行
事

生
活
学
専
攻

子
ど
も
生
活
専
攻

食
物
栄
養
学
専
攻

短信

大
学
生
活
美
術
学
科
短信

広報

短
大
生
活
文
化
学
科
短信

生
研
修
旅
行（
盛
岡
方
面
）

〇
六
月
十
五
日
　
体
育
祭

〇
五
月
十
四
日
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅲ
　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

講
座

　
油
谷
美
恵
子
先
生
を
招
き
、就
職
活
動
な
ど
に
ふ
さ
わ
し
い
基
本
的
メ
イ
ク

法
の
実
習

〇
六
月
十
四
日
　
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
基
金
ヒ
ー
ロ
ー
キ
ャ

ラ
バ
ン
に
参
加

　
円
谷
プ
ロ・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
共
催
の
企
画
に
参
加
。子
ど

も
た
ち
に
手
作
り
の
お
菓
子
を

配
り
ま
し
た
。

〇
九
月
三
・
十
八
日
　
フ
ー

ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
産
学
連
携
講
座

　
株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
、菓
匠
三
全
で
講
習

〇
八
月
中
旬
　
グ
ル
ー
プ
単
位
で
施
設
見
学（
短
大
附
属
ま
す
み

保
育
園
）

〇
九
月
十
七
日
　
施
設
見
学（
栗
原
市
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー・

栗
原
市
栗
原
中
央
病
院
）

　
実
際
の
給
食
管
理
の
現
場
を
見
学
し
、栄
養
士
の
業
務
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
す
。

二
年
生
の
実
習

〇
五
月
十
四
日
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
マ
ナ
ー
講
座

　
浅
野
純
子
先
生
を
招
き
、「
必
要
と
さ
れ
る
教
職
員
と
プ
ロ
意
識
」と
い
う

題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
五
月
二
十
七
〜
六
月
七
日
、六
月
二
十
四
〜
七
月
五
日
　
保
育

所
実
習
Ⅰ・Ⅱ

〇
七
月
二
十
二
〜
八
月
二
日
　
施
設
実
習

一
年
生
の
実
習

〇
六
月
二
十
四
、二
十
五
日
　
幼
稚
園
・
保
育
所
見
学
実
習（
短
大

附
属
ま
す
み
幼
稚
園・保
育
園
）、施
設
見
学
実
習（
丘
の
家
こ
ど
も

ホ
ー
ム
）

〇
九
月
初
旬
　
幼
稚
園
基
礎
実
習
Ⅰ（
短
大
附
属
ま
す
み
幼
稚
園
）

「わかめ養殖棚サンドバッグ作り」
服飾文化専攻

「泥だんごあそびを楽しもう！
　　　　　～ピカピカだんご作りに挑戦～」

子ども生活専攻

「ウルトラマンの被災地訪問と
 連携した食育支援活動」

生活学専攻

「福興（おこ）しダルマハガキを描こう」
生活美術学科

「手軽に簡単料理教室～たのしさ・おいしさ・うれしさの分かちあい」
健康栄養学専攻
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六
月
十
五
日
の
体
育
祭
で
男
子
三
名（
木
内
将
、斎
藤
滉
稀
、佐
藤
利
幸
）

が
大
活
躍
し
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
い
ず
れ
も
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。女
子
は
お
揃
い
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
登
場
し
、周
り
の
人
た
ち
に
団
結
力
の

高
さ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、健
闘
及
ば
ず
試
合
に
は
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
入
学
し
て
か
ら
約
三
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
。五
月
に
行
っ
た
個
人
面
談
で
は
、

友
だ
ち
も
で
き
、大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
と
答
え
た
人
が
多
く
い
ま
し
た
。現

在
の
心
配
は
七
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
前
期
試
験
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。体

調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、最
初
の
関
門
を
真
摯
な
態
度
で
乗
り
越
え
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、服
飾
文
化
専
攻
二
年
生
は
毎
年
行
わ
れ
る
学
内
行
事（
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー・
体
育
祭
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス・
七
夕
）な
ど
の
企
画
に
対
し
て
、積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。学
業
面
で
は
高
度
な
専
門
科
目
の
内
容
に
悪
戦

苦
闘
し
て
い
ま
す
が
、毎
日
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
こ
な
し
て
い

ま
す
。さ
て
、こ
れ
か
ら
前
期
末
試
験
や
九
月
の
研
修
旅
行
、さ
ら
に
十
月
に
行

わ
れ
る
大
学
祭
の
準
備
な
ど
数
多
く
の
予
定
を
控
え
て
い
ま
す
が
、体
調
管
理

を
し
っ
か
り
し
て
忙
し
い
日
々
を
な
ん
と
か
乗
り
越
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。さ

ら
に
今
年
は
三
年
次
進
級
の
条
件
で
あ
る
六
十
二
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。全
員
が
進
級
で
き
る
よ
う
に
目
配
り
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　　　
入
学
し
て
か
ら
二
年
以
上
が
経
ち
、も
う
三
年
生
で
す
。「
早
い
な
あ
」と
み
ん

な
で
話
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
に
な
る
と
、教
職
や
学
芸
員
と
いっ
た
資
格
・
免
許
に
関
す
る
科
目

が
増
え
、各
自
の
時
間
割
は
異
な
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。服
飾
関
連
の
専
攻
科

目
で
は
み
ん
な
が
集
ま
り
ま
す
が
、生
活
美
術
学
科
の
科
目
を
履
修
し
た
り
、

基
礎
教
育
科
目
を一年
生
や
二
年
生
た
ち
と一緒
に
受
講
す
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
と
い
う
大
学
生
活
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
て
、卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
も
と
き
ど
き
話
を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
の
貴
重
な
時

間
を
十
全
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
終
学
年
の
前
期
、学
習
で
は
免
許
や
資
格
に
必
要
な
科
目
の
取
得
と
課

題
研
究
を
残
す
の
み
と
な
り
、教
員
免
許
の
取
得
学
生
は
五
月
か
ら
七
月
中

旬
に
か
け
て一ヶ
月
間
の
教
育
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。一部
学
生
は
引
き
続
き
卒

業
に
必
要
な
単
位
数
の
取
得
を
目
指
し
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
六

月
の
体
育
祭
で
は
男
子
学
生
が
主
に
参
加
し
、男
子
バ
ス
ケ
で
準
優
勝
い
た
し

ま
し
た
。

　
四
年
生
の
活
動
の
中
心
に
は
就
活
が
あ
り
、終
盤
戦
に
突
入
し
て
い
ま
す
。ク

ラ
ス
で
は
数
名
の
内
定
者
が
出
て
き
ま
し
た
が
、大
半
の
学
生
は
引
き
続
き
活

動
中
で
、不
安
と
焦
り
を
強
く
感
じ
て
い
る
学
生
が
多
い
で
す
。粘
り
強
く
活

動
を
継
続
し
て
行
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
で
は
、四
十
一名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。保
護
者
の

元
を
離
れ
て一人
暮
ら
し
を
始
め
る
学
生
も
多
い
中
、ガ
イ
ダ
ン
ス
、オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
、健
康
診
断
、履
修
登
録
な
ど
次
々
に
学
事
が
あ
り
、生
活
環

境
の
変
化
と
授
業
に
慣
れ
る
四
月
を
過
ご
し
た
と
思
い
ま
す
。連
休
明
け
に

行
っ
た
個
人
面
談
で
は
、学
友
会
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
加
入
し
た
学
生
が
多
い
こ
と

を
知
り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。六
月
の
体
育
祭
は
、あ
い
に
く
の
天
気
の
た
め
十

分
に
力
を
発
揮
で
き
ず
に
い
た
よ
う
で
す
。七
月
末
の
前
期
試
験
で
は
、個
人
の

力
を
十
分
に
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
六
月
一日
の
後
援
会
総
会
、懇
談
会
・
個
別
面
談
に
ご
参
加
い
た
だ
き
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。個
別
面
談
で
は
、ご
家
庭
で
の
様
子
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。今
度
と
も
、保
護
者
の
皆
様
と
協
力
し
て
、ク

ラ
ス
運
営
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
の
様
子
と
し
て
は
、専
門
科
目
の
講
義
や
課
題
が
増
え
、よ
り
勉
強
に

取
り
組
む
時
間
が
増
え
て
参
り
ま
し
た
。八
月
上
旬
ま
で
テ
ス
ト
や
課
題
が
あ

り
ま
す
の
で
、頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、学
友
会

役
員
や
体
育
祭
の
実
行
委
員
な
ど
の
活
動
も
増
え
て
お
り
ま
す
。特
に
体
育

祭
で
は
、競
技
に
出
場
し
つ
つ
、試
合
の
準
備
な
ど
裏
方
の
作
業
を
熱
心
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
で
は
バ
レ
ー
、バ
ス
ケ
、フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
の
真

剣
勝
負
を
行
い
、放
課
後
に
い
か
に
練
習
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
三
年
生
で
特
筆
す
べ
き
は
、ま
ず
、臨
地
実
習
が
始
ま
っ

た
こ
と
で
す
。ク
ラ
ス
の
三
分
の一の
学
生
が
先
陣
を
切
っ
て
六
月
末
に
小
・
中
学

校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、初
め
て
の
校
外
実
習
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、多

く
の
有
意
義
な
経
験
と
と
も
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、四
月
か
ら
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
も
ス
タ
ー
ト
し
、再
来
年
三
月
に
向
け
て
の
長
い
道

の
り
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　
学
友
会
活
動
で
も
こ
れ
ま
で
積
ん
で
き
た
経
験
を
も
と
に
、新
た
に
好
き
な

活
動
を
始
め
た
り
、数
々
の
行
事
の
運
営
で
指
導
的
役
割
を
発
揮
し
た
り
で
、

学
業
と
も
ど
も
今
後
ま
す
ま
す
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
四
年
生
は
、学
業
と
就
職
活
動
に
没
頭
す
る
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。五
月
か
ら
教
育
実
習
と
保
健
所
で
の
臨
地
実
習
、七
月
か
ら
は

病
院
で
の
臨
地
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
模

擬
試
験
が
毎
月一回
行
わ
れ
て
お
り
、国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
勉
強
に
励
ん

で
い
ま
す
。就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、内
定
を
獲
得
し
た
学
生
も
出
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、六
月
の
体
育
祭
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

女
子
が
優
勝
、男
子
は
準
優
勝
と
大
活
躍
で
し
た
。

　
大
学
生
活
最
後
の一年
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、教
職
員
は
学
生
た

ち
を
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。ご
家
族
の
皆
様
も
、頑
張
っ
て
い
る
学
生
た
ち
を

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
四
月
に
入
学
し
て
か
ら
約
三
ヶ
月
。生
活
美
術
学
科一年
次
三
十
四
名
は
、ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
、そ
し
て
少
し
ず
つ一人一人
の
個

性
が
出
て
来
始
め
た
頃
で
も
あ
り
ま
す
。

　
入
学
式
後
す
ぐ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
や
、五
月
に
は
個
人
や
グ
ル
ー

プ
で
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
巡
り
の
計
画
を
立
て
研
修
に
臨
ん
だ
東
京
研
修
旅

行
。六
月
の
体
育
祭
で
は
、生
活
美
術
学
科
な
ら
で
は
と
も
言
え
る
仮
装
・コ
ス

プ
レ
に
よ
る
競
技
参
加
も
あ
り
、見
応
え
あ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
後
期
の
授
業
に
向
け
各
々
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
立
て
、一

年
生
で
し
か
体
験
で
き
な
い
大
切
な
時
間
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
主
観
的
な
担
任
の
自
慢
話
と
、お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、ま

た
、ク
ラ
ス
を
褒
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
授
業
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
は
、今
も
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。私
が
担
当

す
る
、「
美
術
鑑
賞
Ⅰ
」は
、残
暑
の
厳
し
い
関
西
方
面
で
の
研
修
旅
行（
四
泊
五

日
＋α
）を
含
む
こ
と
か
ら
、本
学
科
に
お
け
る
最
も
過
酷
な
授
業
の一つ
に
上
げ

ら
れ
ま
す
が
、今
年
度
の
履
修
率
は
、私
が
担
当
し
て
以
来
、過
去
六
年
間
の
最

高
値
を
マ
ー
ク
し
ま
し
た
。授
業
への
取
り
組
み
も
、今
ま
で
指
導
し
た
ど
の
ク
ラ

ス
よ
り
も
積
極
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、開
催
さ
れ
た
体
育
祭
で
も
、そ
の
積
極
性
が
目
を
引
き
ま
し
た
。競

技
内
で
の
活
躍
ば
か
り
で
な
く
、競
技
外
の
体
育
祭
企
画
、「
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス

ト
」に
お
い
て
も
、注
目
を
浴
び
た
選
手
が
多
い々
ま
し
た
。

　
美
術
を
志
す
者
に
と
っ
て
、不
可
欠
な
意
欲
と
実
行
力
も
学
力
、技
術
力
と

と
も
に
成
長
し
た
こ
と
を
実
感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
四
月
か
ら
、生
活
美
術
学
科
三
年
は
次
の
よ
う
な
四
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

ス
タ
ー
ト
ま
し
た
。「
ア
ー
ト
な
職
人
コ
ー
ス
」「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
ー
ス
」「
ア
ー
ト
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
コ
ー
ス
」「
デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ー
ス
」で
す
。卒
業
後
の
将
来
を
意
識
し
、

コ
ー
ス
の
特
徴
を
生
か
し
た
専
門
性
を
深
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、外
部
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。河
北
美
術
展
の
出
品
や
グ
ル
ー
プ
展
へ

の
出
品
と
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。な
か
で
も「
み
か
ん
箱
」展（
会
場
メ
リ
ラ

ボ
）は
、こ
の
ク
ラ
ス
有
志
に
よ
る
企
画
・
展
覧
会
で
、多
く
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。一人一人
の
個
性
が
作
品
に
あ
ら
わ
れ
ク
ラ
ス
の
全
貌
が
見
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な

展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
ご
父
兄
の
方
々
に
は
、一緒

に
学
ん
で
い
る
仲
間
た
ち
の
雰
囲
気
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
現
在
三
十
二
名
在
籍
の
四
年
次
は
、卒
業
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
の
ひ
と
つ
で
あ

る
卒
業
論
文
の
執
筆
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。七
月
十
三
日
に
は
、卒
業
論
文
の

中
間
審
査
が
あ
り
、そ
の
後
九
月
に
は
論
文
提
出
と
審
査
が
控
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、五
月
か
ら
教
員
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
学
生
の
、宮
城
県
内
の
中
学

高
校
の
三
週
間
の
教
育
実
習
が
始
ま
り
、七
月
末
に
は
教
員
採
用
試
験
が
待
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
卒
業
制
作
の
構
想
も
進
行
中
で
、忙
し
い
中
様
々
な
グ

ル
ー
プ
展
等
に
も
出
品
し
て
い
る
学
生
も
居
ま
す
。

　
大
学
四
年
生
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
言
え
ば
就
職
活
動
で
す
。す

で
に
内
定
を
も
ら
っ
た
学
生
も
お
り
、学
内
で
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

の
方
に
、就
職
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
し
、健
闘
中
の
学
生
た
ち
が
い
ま
す
。

担
任
と
し
て
希
望
の
職
業
に
決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
食
物
栄
養
学
専
攻
第
一期
生
は
、四
月
入
学
式
後
に
慌
た
だ
し
く
各
種
ガ

イ
ダ
ン
ス
及
び一泊
二
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
、全
員
が
栄
養

士
を
目
指
し
て
日
々
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。六
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
体
育
祭

で
は
、自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
お
揃
い
の
シ
ャ
ツ
を
身
に
着
け
、リ
レ
ー
二
位
及

び
総
合
優
勝
を
達
成
し
、ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
は
、前
期
末
試
験
に
向
け
て一層
勉
強
に
力
を
入
れ
る
と
同
時
に
、夏

期
休
業
期
間
に
実
施
さ
れ
る
各
種
施
設
見
学
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。二
年
次

の
給
食
管
理
校
外
実
習
に
備
え
、よ
り
明
確
な
目
的
意
識
を
持
つ
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
入
学
か
ら
四
ケ
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
六
十
五
名
の
学
生
た
ち
は
、オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
や
体
育
祭
な
ど
の
行
事
を
経
て
、と
て
も
打
ち
解
け

た
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。特
に
六
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
で
は
、短
大一

年
生
が
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。こ
れ
を
見
て
も
ク
ラ
ス
の
団
結
が
ど
ん
ど

ん
高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。現
在
は
大
学
祭
で
行
わ
れ
る「
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
ラ
ン
ド
」の
準
備
に
向
け
て
、自
分
た
ち
で
考
え
な
が
ら
少
し
ず
つ
準
備
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。皆
で
協
力
し
て
話
し
合
い
よ
り
良
い
も
の
を
創
り
出

そ
う
と
す
る
姿
は
、未
来
の
保
育
者
と
し
て
頼
も
し
い
ば
か
り
で
す
。　

　
短
大
の
二
年
間
は
、あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で
同
じ
志
を

も
つ
仲
間
同
士
が
、保
育
者
と
し
て
人
間
と
し
て
深
く
学
び
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
年
生
は
四
月
当
初
よ
り
実
習
に
向
け
て
の
活
動
が
目
白
押
し
で
し
た
。五

月
末
か
ら
二
週
間
の
保
育
実
習
Ⅰ
を
経
験
し
、次
の
実
習
Ⅱ
に
向
け
て
二
週
間

短
大
で
授
業
を
受
け
、空
き
時
間
を
利
用
し
て
、教
材
研
究
や
教
材
準
備
に

専
念
し
て
、再
び
六
月
に
実
習
Ⅱ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。そ
の
間
、体
育
祭
に
参

加
す
る
な
ど
、パ
ワ
ー
全
開
で
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い
ま
し
た
。七
月
に
は
施

設
実
習
を
経
験
し
ま
す
。

　
実
習
中
も
、友
達
同
士
声
か
け
あ
っ
て
生
活
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

授
業
に
実
習
に
忙
し
い
今
が
人
生
で
最
も
大
切
な
瞬
間
で
す
。社
会
人
に
相

応
し
い
力
を
身
に
付
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
踏
み
だ
そ
う「
み
ん
な
で一歩
」。

　
六
人
の
学
生
は
授
業
と
課
題
研
究
、さ
ら
に
就
職
活
動
と
各
自
が
掲
げ
た

目
標
に
向
か
っ
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。課
題
研
究
は
大
学
の
卒
業
論

文
・
制
作
に
あ
た
り
ま
す
が
、短
大
部
で
は
選
択
科
目
な
が
ら
家
政
系
最
後
と

な
る
本
専
攻
の
み
で
開
講
さ
れ
て
お
り
、嬉
し
い
こ
と
に
全
員
が
履
修
し
て
い
ま

す
。六
月
に
は
子
育
て・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
び
の
び
く
ら
ぶ
に
て「
ワ
ク
ワ
ク

1
0
0
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」の一環
と
し
て
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ロ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
企
画
し
、課
題
研
究
で
創
作
し
た
野
菜
や
地
場
産
品
を
用
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
イ
ー
ツ
を
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。自
分
の
可
能
性

を
信
じ
、頑
張
る
彼
女
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

ク
ラ
ス
だ
よ
り

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

短
大
生
活
学
専
攻

　2
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　1
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　3
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　1
年

広報

（
平
成
二
十
五
年
度
前
期
）

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年
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　私の専門は、保健体育、学校保健、健康管理学といった、いわゆる日々
の生活に密着した科目であります。大学（宮城教育大学）・大学院（順天
堂大学）を通して、また大学教員になってからも、運動と体力、あるいは生活
習慣と健康との関わり等についての研究を行ってきました。
　ところで、私が本学に赴任した頃（1986年）は、大学・短大共に女子の
学び舎であり、初期の頃はもっぱら女子学生を対象とした教育・研究活動
でありました。また当時は、夕方暗くなれば学生の姿を殆ど見かけなくなる
大学でしたので、先ずは運動部の活動を盛んにすることを目標にバスケット
ボールやバレーボールクラブを新たに創り、部員たちと共に汗したことが、
今でも鮮明に思い起こされます。その後は、次第に講義終了後も大学に
残って何らかの活動に励む学生が多くなり、しかも翌1987年からは大学
が男女共学となったこともあり、私の研究に興味・関心を抱く学生を取り込
んでは色々な研究を行ってきました。そして時には、東北学校保健学会や
東北公衆衛生学会といった地方学会に演題を申し込んでは共同発表もし
てきました。中でも忘れられない研究発表としては、「健康的な痩身方法に
関する実証的研究」や「痩身に伴う身体的・精神的ストレスに関する基礎
的研究」があります。これらの研究により、巷に多い食事制限型ダイエットは
効果があるように見えて、実は〔身体を肥りやすい体質に変えてしまう愚か
な方法である〕ことを証明できたことは実に貴重な経験でありました。何と
いっても、無事発表を終えることができた学生の満足しきった笑顔が今でも
忘れられません。
　何はともあれ、今後共に、多くの学生たちから「入学して良かった！」と言っ
て貰えるような教育・指導を行っていくことが重要であると自覚しつつ、とに
かく学生たちと一緒に成長していける教員でありたいと決意しております。

　学部は油画で、大学院は絵画科壁画研究室に所属し、モザイク、フレス
コ、ステンドグラスを専攻しました。
　古典技法としてのそれぞれのジャンルですが、共通項は建築に深くかか
わるもので、建築アートとして空間を支配する芸術であり、装飾をメインとし
たり、あるときはメッセージを伝えるメディアとしての壁画でもあったのでした。
どちらにしろ、美術館や画廊で見てもらうアートというよりは、本来不特定多
数の大衆に見てもらえるアートの特質を持っていると思います。
　仙台に来てからは、学校や公共建築物の壁面等に取り付ける制作をメ
インに行っていましたが、10数年前からは、様々な素材で表現することを模
索し、従来の壁画等の技法に加え、ミクストメディアとして、スチール缶やア
ルミ缶を焼成し、鍛金的な作業を加えパネル等に貼り付け表現する独自の
発表を行っています。
　震災以降、そういった作業に加え、様々な人々に参加してもらい作り上
げる様な参加型アートの分野も模索しています。
　これは、美術系の学生や高校生だけでなく子供も一般の大人の方も参
加し作れるようなワークショップや、一つのコンセプトで作り上げる作品に関
わることでアートの幅広さを実感できるような作品作りも含みます。
　個人では、今までの制作したジャンルの精査と、未だ関わっていない表
現の可能性を探り、新しい分野、形の作品を制作発表して行くことが、今後
の自分に対するスキルアップに繋がっていくものと思います。
　また、そうすることで自分の制作スタイルを展覧会等で観て頂き、特に学
生や若いアーティストたちに何らかの形で活かしてもらえることを期待します。
　私たち教員、アーティストはいろいろな意味で次世代の懸け橋になる様
な役割になれればと考えています。

　今年度、短期大学部の生活文化学科では、食物栄養学専攻を新設
し、栄養士養成施設として稼働し始めたところでありますが、その中で私は
「給食管理学・実習・演習」を担当させていただいております。それまでの
私は、主に病院の管理栄養士として臨床の現場で、患者さんの栄養ケア
を行っていました。単に栄養ケアと言っても実際は様々な角度からアプロー
チすることが出来ますが、その中でも私が多く関わったのは、経口栄養摂
取を目標とした食事提供法の検討でした。口から食事が摂れなくなってしま
う原因としては、疾患や事故の影響により摂食機能障害が出るものや、先
天的にその機能に障害があるもの、更には認知機能に問題があって摂食
から嚥下までスムーズに行えず、重度の誤嚥を起こすリスクが高い方など
様々です。
　摂食嚥下や誤嚥リスクに問題ない人は、当たり前のように口から食事を
摂りますが、そうでない人は、経口摂取以外の方法で検討せざるを得ませ
ん。口から摂る食事は消化管を最大限に使った栄養摂取法なので、栄養
の消化吸収もよく、健康の維持増進は行ないやすい状態になります。更
に、噛むことによって料理の味や食感を感じ、食事を摂るという欲求を満た
すことができ、気持ちも裕福にもしてくれます。つまり栄養士としては可能な
限り経口摂取を維持させることが目標となります。
　食事を提供するという仕事の中でも、給食施設というのは「特定かつ多
数の者に対し、継続的に食事を提供する施設」とされています。食事を提
供する対象者は健常者もいれば、そうでない人もいます。栄養士の役割
は、いかにより安全で美味しく、必要な栄養（食事）を提供できるかにありま
す。給食という食事の提供スタイルを通して、対象者のニーズをつかみ、そ
れに応える食事を提案できる栄養士を育成したいと思っております。

　私のこれまでの研究内容ですが、大きく分けて２分野（1.被服衛生学、
2.アパレル感性工学）について研究をしてきました。1.では、人体の生理的
体温調節、衣服内気候、温冷感、通気性、熱移動特性について様々な
研究をしてきました。実験内容は、アパレル製品を着用したときの暑さ寒さ、
圧迫、肌触り等の心理量・生理量に関する測定・評価を行い、これらにつ
いて解析するというものでした。例えば、①熱電対型温度測定器による皮
膚温の測定（接触型）、②温熱的官能量と衣服内温湿度との関連、③衣
服圧と圧迫感との関連でした。2.では、婦人用衣服、審美性、感性、幾何
学文様などについて研究をしました。特に、幾何学模様の研究では、衣服
用幾何学模様の設計に役立つ基礎的資料を得るために、縞模様・格子
模様・円模様（水玉模様）・正弦波曲線群模様の4種を取り上げ、これら
模様の大きさ、配置、配列、色彩などの構成要素が視感に及ぼす影響
を、感性工学的観点から解明するという内容でした。現在の研究はその応
用として、奈良県にある世界遺産の法隆寺や正倉院の宝物や、また日本
三大絣の久留米絣、琉球絣、伊予絣などに見受けられる文様に着目し、こ
れら文様の構成要素が視感に及ぼす影響を解明すると同時に、現代衣
服に応用するための設計指針の提案を考えております。加えて幾何学模
様の錯視・錯覚・色彩を利用した婦人用衣服の審美性の解明にも力をい
れていきたいと思います。この研究は衣服を環境として捉えるなどの学問
的なことは勿論、地域産業と伝統繊維産業の活性化に繋がっていくものと
考えております。

私 の 研 究

大学家政学科 教授

専門分野：保健体育、学校保健、健康管理学
主な担当科目：スポーツ、スポーツ身体科学、健康管理概論、学校保健

土 井  豊
大学生活美術学科 教授

専門分野：壁画
主な担当科目：基礎絵画Ⅰ・Ⅱ、洋画Ⅰ・Ⅱ、壁画Ⅰ・Ⅱ

森  敏 美

短大 生活文化学科 講師

専門分野：給食管理学
主な担当科目：給食管理学、給食管理実習、給食管理基礎演習、栄養士基礎演習

益 田  裕 司
大学家政学科 講師

専門分野：アパレル感性工学、被服衛生学
主な担当科目：色彩学、被服学、アパレル設計生産論など

小 野 寺  美 和

広報

人 事 異 動

教　授 
教　授
講　師
助　手 
助　手 

助　手
副　手
副　手
副　手
副　手

皆川 百合
朝倉 朋美
藤本 このみ
大谷 紗絵
五十嵐 由

林　範親
近江 惠美子
渡邊 圭介
松本 有紀子
佐々木 祐美

助　教
助　手
助　手
副　手
助　手

立花 布美子
岩井　綾
南城 絵美
千鳥 恵理花
中川 美希

退職の先生（3月31日）

新任の先生（4月1日）

大学

大学

短大

　四
月
四
日（
木
）午
前
十
時
、来
賓
の
方
々
及
び
新
入
生
の
保
護
者
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、平
成
二
十
五
年
度
入
学
式
が
大
学
体
育
館
で
厳
粛
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。開
式
の
辞
に
続
い
て
、大
学
九一名
、短
期
大
学
部
一〇
七
名
、大

学
三
年
次
へ
の
編
入
学
一
名
、合
計
一九
九
名
が
学
長
か
ら
入
学
を
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

  

秋
葉
征
夫
学
長
は
、式
辞
の
中
で
新
入
生
に
期
待
す
る
こ
と
を
二
点
述
べ
ま

し
た
。第
一
点
は
、こ
の
世
界
の
多
様
性
、す
な
わ
ち
社
会
の
多
様
性
、文
化
の

多
様
性
、人
々
の
多
様
性
、考
え
方
の
多
様
性
、物
事
の
多
様
性
に
つ
い
て
学
び

取
っ
て
ほ
し
い
と
説
き
ま
し
た
。そ
し
て
多
様
性
を
自
律
的
に
受
け
入
れ
る
た

め
に
自
分
自
身
と
い
う
タ
ン
ス
の
中
に「
引
き
出
し
を
数
多
く
作
る
」こ
と
に

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
述
べ
ま
し
た
。第
二
点

は
、学
生
時
代
を
通
し
て
多
く
の
人
と
触
れ
合
っ
て
、人
間
性
あ
る
い
は
人
間

力
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
希
望
し
ま
し
た
。先
行
き
不
透
明
な
二

十
一世
紀
を
生
き
て
い
く
若
人
に
は
、特
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
担

う
た
め
に
、復
興
に
ど
う
関
わ
れ
る
か
を
自
問
自
答
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、そ
の
基
盤
に
な
る「
人
間
力
」を
、こ
の
二
年
間
あ
る
い
は
四
年
間
に
身

に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
ま
し
た
。

  

浅
尾
豊
信
理
事
長
挨
拶
、宮
澤
利
彰
後
援
会
長
祝
辞（
代
読
）と
続
き
、

家
政
学
部
家
政
学
科
健
康
栄
養
学
専
攻
の
小
野
夏
樹
さ
ん
が
、「
建
学
の
精

神
に
の
っ
と
り
、大
学
生
の
本
分
を
自
覚
し
て
熱
心
に
勉
学
に
励
み
、有
意
義

な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
入
学
生
を
代
表
し
て
宣
誓
し
、入

学
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

  

新
入
生
は
体
育
館
入
口
で
記
念
撮
影

後
、学
科
ご
と
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
移
動

し
ま
し
た
。新
入
生
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が

入
学
式
に
出
席
し
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
夢

多
き
学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
な
晴

れ
や
か
な
表
情
で
し
た
。

　六
月
一日（
土
）、午
前
十
時
か
ら
大
学
・
短
大
後

援
会
の
役
員
会
が
百
周
年
記
念
棟
会
議
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
、決

算
、監
査
報
告
、本
年
度
の
事
業
計
画
案
、予
算

案
、役
員
人
事
が
、事
務
局
提
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、会
場
を
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に

移
し
て
午
前
十
一
時
か
ら
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総
会
に
お
い
て
も
事
務
局
提
案
の
議
事
は
、原
案
通
り
承
認
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　昨
年
度
ま
で
は
、午
前
十
一時
か
ら
の
役
員
会
、午
後
一時
か
ら
の
総
会
開
会

で
し
た
が
、今
年
度
か
ら
、午
後
に
担
任
と
の
個
別
面
談
会
の
時
間
を
確
保
す

る
た
め
に
、時
間
を
変
更
し
ま
し
た
。

　総
会
出
席
者
に
は
、軽
食
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。午

後
一時
か
ら
、学
科
・
専
攻
別
懇
談
会
に
移
り
、さ
ら
に
午
後
一時
四
十
五
分
か

ら
担
任
と
の
個
別
面
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。総
会
の
保
護
者
の
出
席
者
数

は
五
七
名（
昨
年
度
四
九
名
）で
し
た
が
、学
科
・
専
攻
別
懇
談
会
出
席
者
数

七
六
名（
四
六
名
）と
増
加
し
、個
別
面
談
会
出
席
者
数
七
〇
名
で
、個
別
面

談
会
の
設
定
が
今
後
の
後
援
会
の
新
し
い
方
向
性
を
示
し
た
も
の
と
い
え
そ

う
で
す
。個
別
面
談
の
待
ち
時
間
に
は
、家
政
学
科
健
康
栄
養
学
専
攻
で
は

担
任
以
外
の
教
員
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
た
り
、短
大
で
は
学
科
の
教
育
活
動

を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
流
し
た
り
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
試
み
も

行
わ
れ
、意
義
あ
る
保
護
者
と
教
職
員
と
の
情
報
交
換
に
な
り
ま
し
た
。

　四
月
二
十
五
日（
木
）、避
難
訓
練
の
後
、体
育
館
で
学
友
会
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。前
年
度
活
動
報
告
、決
算
・
監
査
報
告
、事
業
計
画
案
、予
算
案

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、学
園
の
施
設
設
備
や
福
利
厚
生
に

つ
い
て
学
生
か
ら
数
多
く
の
要
望
が
述
べ
ら
れ
、そ
れ
に
対
し
て
学
長
か
ら
丁

寧
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

さ
て
、学
友
会
新
執
行
部
に
と
っ
て
最
初
の
大
き
な
行
事
は
体
育
祭
で
し

た
。「M

ishim
atch!

〜
お
金
じ
ゃ
買
え
な
い
勝
ち
が
あ
る
〜
」を
テ
ー
マ
に
、六

月
十
五
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。あ
い
に
く
の
雨

天
の
た
め
屋
外
で
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、体
育
館
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
運
動
会
リ
レ
ー
と
ガ
チ
リ
レ
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
そ
ろ
え
た
四
年
生
、毎
年
恒

例
の
仮
装
で
大
い
に
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
生
活
美

術
学
科
な
ど
、楽
し
い
中
に
も
勝
利
を
目
指
し
て
チ
ー

ム一
丸
と
な
っ
て
競
技
が
行
わ
れ
た
体
育
祭
で
し
た
。総

合
優
勝
は
短
大
一年
生
で
し
た
。一年
生
に
と
っ
て
は
、こ

の
体
育
祭
で
ク
ラ
ス
の
団
結
の
輪
が一
層
強
ま
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。競
技
終
了
後
、後
夜
祭
が
行
わ

れ
、最
後
に
実
行
委
員
長
を
胴
上
げ
し
て
皆
で
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。大
き
な
負
傷
者
も
な
く
、体
育
祭

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

  

東
日
本
大
震
災
で
各
種
大
会
が
中
止
と
な
り
、一時
運
動
部
活
動
が
低
迷

し
ま
し
た
が
、今
年
度
は
新
し
い
同
好
会
が
で
き
た
り
、休
部
し
て
い
た
部
が
活

動
を
再
開
し
た
り
す
る
な
ど
、活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。特
に
著
し
い
の
は
弓

道
部
で
、東
北
学
生
弓
道
大
会
で
中
野
郁
実
さ
ん（
健
康
栄
養
学
専
攻
三

年
）が
個
人
第
四
位
と
な
り
、東
北
地
区
女
子
記
録
会
で
は
鎌
田
の
ぞ
み
さ

ん（
子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
）が
個
人
二
十
六
人
中
十
三
位
に
な
る
な
ど
活

躍
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。東
北
地
区
大
学
体
育
大
会
に
は
、弓
道
部
の
ほ
か
に

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
十
一月
開
催
）も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

入
学
式

大
学
・
短
大
後
援
会
総
会

体
育
祭
／
学
友
会
活
動

（７月１日）

教　授
講　師
助手（再任）
助　手
助　手
事務補佐員

齋藤 紀行
益田 裕司
松本 有紀子
副島 エリカ
岡部 美喜子
藤本 このみ

短大

（職員再任／１２月３１日まで）


